
令和２年度 東海農政局長賞の概要 

 

大紀町
たいきちょう

地域活性化協議会（三重県度会郡大紀町） 

～ 「海・山・川」自然の宝庫 大紀町へようこそ！ ～ 

 

１ むらづくりの動機、背景、経緯 

三重県中南部に位置する大紀町は、農山村部と沿岸部からなる農山漁村地域で、過疎・少子

高齢化が進んでおり、消費力低下や従業員の確保、担い手不足などで事業や農林漁業の継続が

危ぶまれている。 

そのような中、体験型観光と地域資源を活用した特産品開発等を実施するため、平成25 年

大紀町商工会の下部組織として「大紀町地域活性化協議会」が発足した。 

協議会は役員会を中心に、民泊、観光、体験、特産品の４つの部会で構成されており、各部

会で活動の検討を行い取り組んでいる。 

 

２ むらづくりの内容 

（1）特産品開発の取組 

町内の産業を盛り上げていくことを目的に、協議会が主体となり「大紀ブランド認定事業」

を開始。大紀町の地域産業資源を活用した商品を、大紀町独自の「ブランド」として町内外に

発信し、町の魅力アップや消費拡大、地域経済の活発化につなげており、現在44 品目を認定

している。 

（2）体験メニュー開発の取組 

ＳＵＰヨガ、大紀町産ハーブを使ったアロマテラピー、

廃校となった木造校舎での給食体験など、協議会独自の

体験メニューの開発を行っており、農林漁業、自然や文化

など、現在60 を超える体験メニューを実施している。 

（3）農林漁業体験民宿・インバウンド受け入れの取組 

協議会が開業支援を全面バックアップすることで、町内に数軒だった農林漁業体験民宿が現

在18 軒まで増加し、約100 名の受け入れが可能となっている。 

木造校舎で給食体験 



また、平成26 年に韓国からの農業研修生を受け入れた

ことをきっかけに、フィリピンや中国、オーストラリアな

どの国々からインバウンドを受け入れるようになり、中

でも台湾からの受け入れについては、県内随一の受け入

れ件数を誇っている。 

（4）ＰＲ活動の取組 

協議会自らネットのサイトを整備し、「町」の魅力発信や協議会の取組のＰＲを行っている

ほか、商談会にも積極的に参加している。また、農林水産省や内閣府による事例紹介などもさ

れ、国による情報発信も効果的に活用しながらＰＲを行っており、その結果、認知度が上昇し、

メディアの取材や視察依頼なども増えている。 

さらに、ＰＲツールとして多言語のパンフレットやＤＶＤを制作し、商談の場などで活用し

ている。 

（5）移住・定住の取組 

大紀町の小学生95 名を対象に、農業・林業・漁業・畜産業の体験モニターツアーを３年間

で４回実施した。このツアーに参加してもらうことで、小学生たちの地域に対する誇りや愛着

を育み、定住・定着に繋がる取組となっている。また、町からの委託により、農林漁業体験民

宿を活用した移住体験ツアーを企画、運営している。 

（6）女性の経営参画の取組 

協議会では、地元女性２名が中心となって事務局を運営しているとともに、協議会の取組に

おいても活躍している。また、農林漁業体験民宿においても、女性が中心となって運営してい

る場合が多く、女性ならではのおもてなし精神が発揮され人気を博している。 

 

３ 今後の展開方向 

大紀町地域活性化協議会は、豊かな地域資源を活用し、「農泊の推進」という大きな枠組み

の中で、さまざまなアイデアを形にしつつ、アンテナを高く張り、積極的に情報を収集・拡散

し、周囲を巻き込みながら取組をすすめており、今後も取組の継続と発展が期待される。 

インバウンド受け入れ 


